






内容

IT基礎理論ではなく、DXができる実践編

【参考】

新設のデジ田「地域DXプロデューサー」資格
・ホームページ作成

・アプリ開発

・youtube編集

・マーケティングデータ解析

・イラストとコンテンツの AI活用

・インスタグラム運用

・地域のメタバース開発

・検索結果の上位対策SEO



有料のオンライン動画のサイトのパスワードに加えて

・質問会の実施

・試験の実施で、合格者に単位

一定のコマ数を超えると資格を与える。

【素案】

取得1人あたり19.8万円

（そのうち農業新聞の取り分は4万円）

年会費は検討中

・サイトに名前が出る

・コミュニティ交流会

・公式youtubeでPR等も活動をできる



パターン１

・デジ田応援団＆DISCOで作るオンラインセミナー＋
「地域DXプロディーサー」制度をそのまま使い、
受講料の2割を日本農業新聞が受け取る。

【メリット】作成と運営が楽。

パターン２

・独自のオンラインセミナー＋独自の制度

【メリット】もっと利益率が高くなる



外注だけでなく、

農協内にS-DXエンジニアを作り、

内製化することで低コスト化できる。

資格を作り、サイトに掲載することで

コミュニティを作ることができる。



・オンラインセミナー＋アーカイブを実施

・日本農業新聞友の会「有料会員企業」のみ

オンラインセミナーに登壇できる。

サンプル



デモ１ https://bit.ly/3Y4Hxn5



デモ２ https://bit.ly/3XXEVaB
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